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Ⅰ は じめ に

名古屋市立大学看護実践教育モデルは、名古屋市立大

学看護学部と名古屋市立大学病院看護部が協働で行う、

ユニフィケーション事業である。本モデルの目的は、名

古屋市立大学看護学部と名古屋市立大学病院看護部が協

働 し、理論と実践の融合を図り、エビデ ンスに基づいた

質の高い臨床看護実践ができる人材および地域住民の健

康支援に貢献できる人材を輩出することである。目的を

達成するために、「卒業時の臨床看護実践能力の質の向

上を図る」「大学教育か ら現任教育への継続教育の発展

に繋げる」「臨床上の問題を科学的に探求する」「地域住

民の健康を促進する」という4つ の目標を掲げている。

今回は、平成27年 度の事業の実績と今後の課題を報告す

る。

Ⅱ 平成27年 度事 業報 告

前記 した4つ の目標達成に向けて、平成27年 度は3事

業 「演習指導者の運用」「新人 ・中堅看護師の現任教育

への参画」「地域住民の健康を促進する」を運用 した。

1. 演習指導者の運用

この事業は、目標 「卒業時の臨床看護実践能力の質の

向上を図る」に対応するものであり、平成27年 度は学部

専門科目6科 目において、演習指導者のべ40名(表1)

を配置することができた。

科目責任者による評価および学生アンケートの内容と

して、「実際の臨床現場を意識 して看護技術の習得に臨

むことができた」「現場で働 いている臨床の看護師か ら

指導を受ける事で、よりリアルな感覚をもって演習に取

り組む ことができた」「演習 している看護技術が臨床現

場で実際どのように患者に適用されているのか理解が深

まっていた」などがあり、演習指導者を配置する意義が

十分に達成されていた。

演習指導を行った看護師は、今年度は看護主任が担当

したこともあり、実施後のアンケー トでは、ほとんどの

担当者が役割を理解 し、その役割を果たすことができた

と回答 している。ただ、「担当するグループが多かった

ことで、学生が悩んでいる時にす ぐに対応できなかった」

との意見か ら、十分役割を果たせなかったと感 じている

指導者もいた。

演習指導者は、今回の演習指導を通 して、臨床での学

生指導や新人教育、指導の方法などについて今後に活か

せる良い機会になったと回答 しており、今後の継続教育

に効果的であったと考え られる。

昨年度の課題であった日程調整については、今年度は

師長と担当者の両者に書類を配布 したこともあり、大き

な混乱はみ られなかったが、事前打ち合わせの日程調整

については、早目に実施する必要がある。

2. 新 人 ・中堅看護師の現任教育への参画

この事業 は、 目標 「大学教育か ら現任教育への継続教

育の発展 に繋 げる」 に対応す るものであ り、平成27年 度

は看護部研修の うち、6つ の研修 にお いて、看護学部教

員のべ10名 が参画 した(表2)。 具 体 的な達成 目標 と し

て、看護部 と看護学部が協働す ることで、新人 ・中堅看

護師教育で は、 リア リテイシ ョックの緩和、適応力の向

上、 アセ スメ ン トカの向上が、教育担当者 と臨地指導者

への教育で は、指導力の向上、 リーダーシ ップの向上が

挙 げ られ る。

新人 フォローア ップ研修で は、看護学部教員が グル ー

プ ワークにオ ブザ ーバ ーと して参加 した。今回初めての

参加であ ったが、 グル ープ ワークに参加 した教員 にとっ

て は、卒業 した学生 の元気な様子 に触れ る機会 となった。

また、新卒者ので きるようにな った こと(業 務 に関わ ら

ず、先輩 との関係の結 び方な ど)を グル ープ メ ンバ ーと

共有す ることは、 ポジティヴな側面 に気づ く機会 とな り

職場への適応力を向上 させ ると感 じた。看護部 と教員 と

の カ ンフ ァレンスで は、 コ ミュニケー ションスキルを高



める教育を学生時代に工夫する必要性が話題となった。

指導者研修 Ⅰでは今後臨床実習指導者を担当する予定の

看護職員に対 し、「基礎看護教育の中での臨床実習の位

置づけ」について講義を実施 した。研修後アンケートで

は、講義内容が理解できたかの設問に対 し、回答 した者

の中 「理解できた」51%、 「やや理解できた」46%と 、

概ね理解されていた。意見 ・感想としては 「学生の時に

は意識 していなかった臨床実習で学ぶ内容や目標を改め

て理解す ることができた」「学生目線の目標を明確に し

て指導 していきたい」などがあり、効果的な講義であっ

たと評価する。

指導者研修Ⅱでは 「成人教育」についての講義を実施

した。研修後アンケートでは、講義内容が理解できたか

の問いに対 し、回答 した者の中 「理解できた」58%、

「やや理解できた」42%と 、概ね理解されていた。意見 ・

感想としては 「ペタゴジーとアンドラゴジーの概念を分

かりやす く教えていただけた。指導する相手に合わせ、

指導方法を工夫 してみようと思 った」「他の指導するス

タッフへも伝えたい」などがあり、効果的な講義であっ

たと評価する。

マネジメント研修Ⅱ では、「組織マネジメント」につ

いての講義を実施 した。講義内容は非常に分かりやすく、

研修担当の看護師長にとっても学ぶ機会となり、効果的

であった評価する。

3. さ く らやま知 っとこ!セ ミナーの開催

この事業 は、 目標 「地域住民の健康を促進す る」 に対

応す るものであ り、平成27年 度か ら活動を開始 し、本年

度 は外来棟1階 において2回 開催 した(表3)。 第1回

の内容 は感染予防をテーマ に 「咳 エチケ ットと適切なマ

ス クの着用」 と患者か らのニ ーズが高い 「心臓発作 ・脳

卒中を予防す るために」 とした。セ ミナー開催後 アンケー

トを実施 し、第1回 目は53名 か ら回答が得 られた。セ ミ

ナ ーの分 か りやす さについて は、85%が 「そ う思 う」、

9%が 「やや そ う思 う」、未 回答5%で あ った。今後 役

に立 ちそ うか とい う質 問に対 して は、 「そ う思 う」 が83

%で あ り、「ややそ う思 う」15%、 未 回答2%で あ った。

自由回答の記述で は 「今 まで知 らなか った ことも多 くて

有意義 だ った」「自分 の健康 状態 に気 を配 る良 い きっか

けにな った」 「マ スクのつ け方が間違 って いた ことが分

か った」等の感想があ り満足度および有用性 について は

高い評価であ った。今回のセ ミナ ーを どこで知 ったか と

い う質問に対 し、「掲示 ポス ター」が54%、 「その他(通

りが か り等)」 が28%、 「院 内放送 」15%の 順 に多 く、

「チ ラシ」 や 「ホームペー ジ」 につ いて は、 それぞれ8

%、4%と 少 なか った。

第2回 の知 っとこセ ミナーは、生活支援 として 「腸 ス ッ

キ リ!便 秘予防の食事術」「ぐっす り眠 れ る睡眠 の コツ」

の2つ をテーマとした。2回 目のセ ミナー終了後 アンケー

トを行 い70名 か ら回答を得た。セ ミナーの分か りやす さ

につ いて は、「そ う思 う」79%、 「ややそ う思 う」13%、

未 回答8%で あ った。今後役 に立 ちそ うか という質問 に

対 して は 「そ う思 う」70%、 「や やそ う思 う」23%、 未

回答7%で あ った。 自由回答の記述か らも 「情報が溢れ

て いるがその整理 が きちん とで きた」 「さっそ く心 が け

てみたい」等の感想があ り、1回 目同様 セ ミナーに対す

る満足度や有用性 は高いことが示 された。今回のセ ミナー

を ど こで知 ったか とい う質問 には、 「院内放送」40%、

「掲示 ポスター」33%、 「その他(通 りがか り等)」19%

の 順 であ り、受診当 日院内放送や ポスターで セ ミナー開

催を知 り、参加 された方が多 いことが分か った。

Ⅲ. 今後 の課 題

演習指導者の運用は、学生への教育効果および満足度

ともに高いことか ら、演習指導者の意義が十分に達成さ

れており、継続 して推進 していきたい。

新人 ・中堅看護師の現任教育への参画は、新人フォロー

アップ研修については、今後とも積極的に進めていくこ

ととする。中堅看護師の現任教育は効果的であることか

ら継続 して実施 したい。課題としては、担当者同士が直

接打ち合わせをすることができなかったため、事前に講

義内容の打ち合わせを行い、より研修目標が達成できる

よう調整 していく必要がある。

平成27年度から活動を開始した 「さくらやま知っとこ!

セ ミナー」は、好評であり、次年度はさらに機会を拡大

して3回 の開催を予定 している。名市大病院を受診 され

ている地域の方々の健康支援のために、継続的に実施 し

ていくことが重要である。

平成27年 度は、目標 「臨床上の問題を科学的に探求す

る」に対応する共同研究を推進することができなかった。

今後は、共同研究が推進できるよう、事業の展開方法に

ついて検討する。

今後もジェネラリス ト育成のために、看護学部と看護

部がより一層協働 し事業を推 し進めていきたい。



表1 演習指導者



表2 看護部研修

表3 さ くらやま知 っとこ!セ ミナー



「咳エチケッ トと適切なマスクの着用」の様子 「心臓発作 ・脳卒中を予防するために」の様子

「腸スッキ リ!便 秘予防の食事術」の様子 「ぐっす り眠れる睡眠のコツ」の様子
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